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第４５回衆議院選挙に向けた連合と新党大地の連携の強化に対するコメント
                                                  ２００８年１１月１８日
                                                  道本部執行委員長　　三浦　正道
　連合と新党大地は11月7日、第45回衆議院選挙における民主党と新党大地との選挙協力の決定を踏まえ、自公政権と決別し「政権交代の実現」をめざして、お互いの立場を尊重しつつ、連携の強化についての協定を交わした。
　その内容は、次の通りである。
　１．連合並びに連合北海道と新党大地は、お互いの立場を尊重しつつ、「官僚主導の中央集権から地方主体の分権型社会」への転換、「格差を是正し、安心して暮らせる公正な社会」の構築をめざし、人が人らしく生活する新たな政権の実現のため、共に力を合わせる。
　２．この北海道において、恵まれた豊かな大地・自然環境の中で、働く者を中心とした互いの尊厳を保つ福祉型社会の実現のため、公平な労働条件、公正な労働基準を確立し、安心して働けるためのセーフティネットの拡充に努める。　
　３．原油高・物価高から生活を守り、少数者の富を擁護する政治から、多くの生活者の幸せを追求する政治への転換を図る。
　　　以上の実現に向け、連合は政権交代のため新党大地と連携を強化する。連合の政策実現のための具体的な課題については、十分な協議を行い、合意形成に努めるものとする。
　これを受けて連合北海道は、「この度の連合と新党大地との総選挙に向けた協定は、…連合と『目的と政策・要求の一致』する政治勢力を最大限に結集をはかり、政権交代を実現していくという大義をもって、共に力を合わせていくことを確認したもの」であり、「民主党と新党大地の選挙協力の下、働くものを中心とした福祉型社会の実現、安心して働けるセーフティネットの拡充、そして、少数の富を擁護する政治から、多くの生活者の幸せを追求する政治へ転換する民主党基軸の新しい政権の樹立を期待する」という見解を明らかにした。
　自治労道本部は、「民主党を中心とする政権交代の実現に全力をあげる」「基本的な政治理念と基本政策を共有する民主党との支持・協力関係を強化し、勤労者・市民に立脚した民主・リベラル勢力の総結集をめざす」「連合北海道の選挙闘争方針を基本として、小選挙区・比例代表選挙ともに民主党公認候補への支持・協力を基軸にたたかいを進める」（第49回定期大会方針）ことを確認してきている。
　今回の連合と新党大地の連携の強化は、その協定の3点の内容が示すとおり、小泉構造改革以降の地方切り捨て、格差社会、福祉やセーフティネットの切り捨て、金持ち優遇の政治からの転換という、両者が一致する政策課題のもとに、何としても自公政権を終わらせて政権交代の実現をはかるための取り組み、と理解する。
　自治労道本部は、こうした反自公勢力の広範な結集の強化により、道内１２選挙区すべてで自民党候補を打ち破って何としても政権交代が実現することを強く期待する。そしてその実現のためにも、自治労自身の大会決定に基づく主体的なたたかいに、組織総体で奮闘する決意をあらためて表明する。
以　上　
